
① デジタル分野の定員充足率（9月末） R6年度 68.6％ → R7年度 71.4% 

② プログラミング分野の訓練コースの中止コース数（9月末）

R6年度 2コース →  R7年度 ０コース 0

【ワーキンググループの検証結果等を踏まえたPDCAの取組】

 新潟県においては、官民で連携して県内産業のDXを推進する上で、人材
が最たる課題

 R5はデジタル分野全体の検証を行ったが、新潟県が提唱する「県内産業
のDX化の推進」の面の検証が不十分であったと分析

令和６年度ワーキンググループによる効果検証

 デジタル分野の中でも、特にDX人材に有効とされているPython、
JavaScript、PHP等のスキルを習得できる訓練コースに絞り効果
検証を実施

各地域における取組事例【新潟】

 Python、JavaScript、PHP等のデジタルスキルの習得は、県内企業の人
材ニーズに対応しており、有益なカリキュラム

 一方で、求職者には、デジタル分野の訓練の魅力や訓練修了後の仕上が
り像、就職先のイメージ等が十分に伝わっていないため、以下のような
課題も
 訓練の申込みに結びついていない
 訓練修了後の就職先選定時におけるミスマッチ 等

改善策の実施（令和７年度の取組）

「訓練プラスPR情報」

 訓練修了後の就職先のイ
メージや訓練で習得した
スキルの活用場面等をま
とめた「訓練プラスPR情
報」を作成

 デジタル訓練の魅力等を
求職者にアピール

求職者の関心を引く
訓練科名の設定

 訓練の仕上がり像や学
習レベル等に応じた求
職者の関心を引く訓練
課名やサブタイトルを
設定

HW職員のデジタル知識向上

 訓練実施施設による訓練説明会
 職員を対象とした訓練実施施設見学会

求人事業主に対する周知・啓発

 デジタル分野の訓練修了者の認知度向
上及び採用促進に向けた働きかけ

 訓練修了後の就職を見据えた的確な
受講あっせん

 訓練修了者歓迎求人を確保

 プログラミング科
データに強くなれる!
プログラミング科

 DSプログラマー養成科
企業実習付き!
未経験からチャレンジ!
プログラマー養成科

取組実績（令和７年度）

 ワーキンググループの検証結果等を踏まえた改善策を実施
 実施した改善策について検証を行い、更なる改善策を検討・実施

実績等を踏まえた更なる改善

 「訓練プラスPR情報」が受
講率向上に効果
 求職者支援訓練のコース

で必須に

 訓練修了生の就職促進には、求
人部門と連携した取組が不可欠
 求人部門担当者も訓練実施

施設見学会に参加

※作成実績:延べ８施設17コース（R7.11）

【設定事例】
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各地域における取組事例【高知】

【ハロートレーニング・メディアツアーの実施】

 メディア関係者に「見て・体験して・知って」もらうことで、ハロートレーニング
の理解を深め、その魅力を発信

報道されるために

1

来年度に向けた課題等

 ドローン操作は興味を示される一方、放映
されない内容も

 新たな体験内容等を検討

 注目度の高いイベントと同日の開催となっ
たため、参加を辞退するメディアも

 ギリギリまで他イベントの日程を見極め

工夫①
 報道「映え」する体験メニューを用意

工夫③
 参加メディアを

「ハロートレーニング 体験大使」
に任命

工夫②
 「たしかめたん」（厚生労働省労働基

準局広報キャラクター）と「くろしお
くん」（高知県広報キャラクター）が
参加者と一緒に職業訓練を体験すると
ともに、高知県の地域別最低賃金のＰ
Ｒ活動を実施

ドローン飛行操作体験

住宅CAD リフォーム技術科
（ポリテクセンター高知）

電気カートの仕組みと乗車体験

自動車整備科
（県立高知高等技術学校 ）

飾り切り技術の体験

調理師科
（RKC 調理製菓専門学校）

工夫④
 メディアに対して、繰り

返し参加依頼を実施

 定例記者会見の場にお
いて、労働局⾧から参
加を依頼

 県内の全メディアに対
して、訪問・電話によ
る参加依頼を実施

報道実績
 高知さんさんテレビ
 ローカルニュース番組で約3分間の放映

 高知ケーブルテレビ
 情報番組で約８分間の放映

※再放送含め20回の放映
※他の17局（他県の11局含む）のケーブル

テレビでも放映

 RKC 高知放送
 ローカルニュース番組で約２分間の放映

充足率の強化等の観点から、「介護分野」
の体験メニューも用意

 当日、労働局⾧から任命書を交付

 高知さんさんテレビ
 RKC 高知放送
 高知ケーブルテレビ

参加メディア



各地域における取組事例【長崎】

 令和６年度第１回の当協議会で取り上げた、長崎労働局主催の
「ハロートレーニングフェス2024」実施による成果等

令和５年度

2

令和７年度

「ハロートレーニング
フェス 2024」

令和６年度

第２弾「ハロートレーニング
フェス 2024」

 【開催日】令和６年２月25日（日）
 【開催場所】出島メッセ⾧崎
 【開催方式】単独開催

「ハロートレーニング
フェス 2026」

開催に当たっての工夫した事項

 開催場所の選定
 ⾧崎駅近くの中心地にあり、イベント会

場（2021年オープン）としての認知度
が高く、また、交通の便が良く遠方から
の参加も可能

 周知広報
 FM⾧崎で１月から毎週ハロトレ関係の

周知を実施
 ⾧崎駅前広場に設置されている大型ビ

ジョンで動画（15秒）を放映

成果等
 参加者数 197名
 ハロトレを知らなかった・ハロトレは

知っていたがどのような訓練コースがあ
るのか知りたかったとの回答が72名と、
一定の周知効果あり

 一方で、企業の人事担当者にもハロト
レをアピールしたがったが、参加が少
なく、企業の集客が課題

要
改
善

 【開催日】令和６年11月30日（土）
 【開催場所】出島メッセ⾧崎
 【開催方式】他のイベントと同日開催

前年度の開催結果等を踏まえた改善事項

 開催方式の見直し
 企業を含め、さらなる集客を期待して、

労働局主催の他のイベント（学卒向け企
業交流会、就職氷河期世代向け企業説明
会）との同日・同会場での開催を実施

 周知広報
 FM⾧崎での周知を、職業訓練に特化し

た内容から、潜在求職者や求人者等の
ハローワークの利用促進も念頭におい
た内容に変更

 駅前広場の大型ビジョンで放映してい
る動画をYouTube広告でも配信

成果等
 参加者数 233名
 ハロトレを知らなかった・ハロトレは

知っていたがどのような訓練コースがあ
るのか知りたかったとの回答が58名と、
昨年度と同様一定の周知効果あり

※アンケート回答者132名

※アンケート回答者91名

 一方で、前回同様、企業の参加が低調
であったことから、更なる改善が必要

要
改
善

前年度の開催結果等を踏まえた改善事項

 同日・同会場で開催するイベントの見直し
 学卒者よりも離職者訓練への誘導可能性

が高い一般層の集客を期待して、同日開
催するイベントを若年者（35歳以下）向
け企業説明会及び中高年向け企業説明会
に変更

 周知広報
 企業への訓練の認知度向上やハロート

レーニングフェスの集客を目的に、経
済団体（中小企業団体中央会、商工会
議所・商工会 計９団体）を訪問し、
会報誌への掲載やチラシ配布を依頼

 開催時期の見直し
 ４月開講の訓練の充足が厳しいことを踏

まえ、開催時期を見直し、訓練の募集時
期を見据えて、新規求職者が多くなる２
月開催に変更

 【開催日】令和８年２月14日（土）
 【開催場所】出島メッセ⾧崎
 【開催方式】他のイベントと同日開催



各地域における取組事例【好事例の横展開の成果等】

 令和６年度第１回の当協議会で取り上げた、
長崎労働局主催の「ハロートレーニング
フェス2024」を参考にした取組が更に増加

令和５年度

3

令和７年度

○⾧崎労働局

令和６年度

「ハロートレーニング
フェス 2024」

○宮城労働局

「ハロトレまつり」

○福島労働局
「ハロトレーニング

フェス」inふくしま

○⾧崎労働局
第２弾
「ハロートレーニング

フェス 2024」

○佐賀労働局

「学びフェス」

横展開の成果

参加者数

 197名 506名 1,342名
(５年度)  (６年度)     (７年度)

※７年度分には、１月以降開催の福島局、
兵庫局、⾧崎局開催分を含んでいない

アンケート結果
 ハロートレーニングを知らな

かった
 169名（５～７年度計）

※アンケート総回答者625名

 どのような訓練コースがある
のか知りたかった
 120名（５～７年度計）

※アンケート総回答者346名

 令和６年２月25日開催
 令和７年２月１日開催

 令和７年２月８日開催

 令和６年11月30日開催

 令和７年１月８日開催

○宮城労働局

「ハロトレまつり」
 令和７年11月12日開催

○山梨労働局

「ハロトレフェスタ
2025」
 令和７年11月29日開催

○佐賀労働局

「学びフェス」
 令和７年12月20日開催

○⾧崎労働局

「ハロートレーニング
フェス 2026」
 令和８年２月14日開催

○宮崎労働局

「輝フェス」
 令和７年12月21日開催

○福島労働局

「ハロトレーニング
フェス」
inふくしま 2026
 令和８年１月31日開催

○北海道労働局

「ハロトレフェア
inチ・カ・ホ」
 令和７年12月18日開催

○兵庫労働局

「ハロトレフェス
2026」
 令和８年１月14日開催


